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中２数学Ｃ ２０１９年度２学期 本問解答 

§１２ 正多面体２ 

※ 欠席してしまった場合は、問 12.1を自分で確認してください。
さらに、チャレンジ問題の中から興味のあるものに取り組んでみよう。

問１２.１ 

(1) 対角線 AP, BCの交点を Rとおく。
△ABP, △BPQ, △PQC, △QCA, △CAB
は二辺夾角相等で合同なので、対応する

辺は等しく、対角線 AP, BQ, PC, QA, CB
の長さはすべて等しい。

正五角形の一つの内角の大きさは
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で、正五角形の１つの頂点とその両隣の

頂点を結ぶ二等辺三角形の底角の大き

さは
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となる。すると、△ABC と△RBA はど
ちらも底角が 36°の二等辺三角形であ
るから、二角相等で

ABC RBA△ ∽△  ······························ ①
が成り立つ。よって、対応辺の比を考え

て、

AB : BC RB : BA   ··························· ②
ここで、

CAR CAB RAB

108° 36° 72°,

CRA RAB+ RBA

( ABR )

36° 36° 72°

   
  

   

  
△ に外角定理

だから、△CARはCR=CA ( 2) の二等

辺三角形である。よって、求める対角線

の長さ BCを xとおくと、
RB CB CR 2x   

となるから、②より、
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∴ 2 2 4 0xx      ································· ③

を得る。これを解くと、
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0x  だから、求める対角線の長さは

BC 1 5x   である。

以下では、 1 5x   が、③つまり、
2 2 4x x   ········································· ④

をみたす正の値であることを利用して

いく。
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(2)

BCの中点をM、EFの中点を Nとする。
A, DからMNに下ろした垂線の足をそれ
ぞれ H, Iとおく。さらに Hを通り、BC
と平行な直線と BE, CFの交点をそれぞ
れ J, Kとし、Iを通り、BCと平行な直線
とBE, CFの交点をそれぞれS, Tとする。
五面体 ADEBCF を 2 つの錐体 A-BCKJ, 
D-EFTSと三角柱AJK-DSTに分割して体
積を計算しよう。

まず、AH, DIが面 BCFEと垂直であるこ
と、および AMND が等脚台形であるこ
とを示しておく。

△ABCは AB=ACの二等辺三角形で、M
は BCの中点なので、
   AM⊥BC ·········································· ⑤
BCFEは 1辺 xの正方形で、M, Nはそれ
ぞれ BC, FEの中点だから、中点連結定
理より、

   BE // MN ········································· ⑥

MN⊥BC ·········································· ⑦

AM // MNだから、⑤, ⑦より、

面 AMN⊥BC ·································· ⑧
⑧より、

AH⊥BC ·········································· ⑨
また、Hは AからMNに下した垂線の足
だから、

AH⊥MN ········································· ⑩

BC // MNだから、⑨, ⑩より、

   AH⊥面 BCFE ································ ⑪
まったく同様に、

DI⊥面 BCFE ·································· ⑫
も示される。

△ABMにピタゴラスの定理を用いて、
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   ·································· ⑬

同様に、
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だから AM=DNである。また、AD // BE

と⑥より、AD // MNだから（A, M, N, D
は同一平面上にあり）、

AMNDは AD // MNの等脚台形 ·· ⑭
になる。

次に、AJK-DSTが三角柱である根拠も示
しておく。⑭より、MH=NI, AD=HI だ
から、

BJ ES,

JS

BJ MH N

HI

I

AD, J

ES, 

S AD

 
  




 

したがって、ABEDが等脚台形であるこ
とと合わせると、AJSD が長方形である
ことが分かる。同様に考えれば、AKTD
も長方形。また、JKTSも長方形だから、
AJK-DSTは三角柱である。（例えば、
AD⊥AJ, AD⊥AKより AD⊥面 AJKであ
ることに注意しよう。）

A

B
K

E

D

I

H

N

M
C

S

T
J

x
x

F



3 

さて、⑭より、
HI AD=2,

1
MH NI (MN HI)
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これと⑬より、△AMH にピタゴラスの
定理を用いて、
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④）

AH 1 

である。よって、⑪より、A-BCKJ の体
積は、
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④）

D-EFTS の体積もこれと同じ。また、三
角柱 AJK-DSTの体積は、
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以上より、五面体 ADEBCFの体積は、
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(3) 1 辺 2 の正十二面体は、1 辺 xの立方体
に(2)の ADEBCF と合同な五面体を 6 つ
張り付けたものである。よって、(2)で求
めた体積をVとすると、求める体積は、

3 6x V
と表せる。ここで、④を繰り返し使うと、
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であるから、

3 7
6 5 6 5

3

3 4

6 8

0 1 5

1x V
 

   
 

 

 

A

M H I

D

N

2

x


